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菊池川 日本遺産 検索

米
作
り
に
よ
る
豊
か
な
文
化
②（
菊
池
川
の
水
運
）

尻
15
万
俵
、
八
代
5
万
俵
と
、
高

瀬
で
取
り
扱
う
年
貢
米
の
量
が
藩

内
最
大
で
し
た
。
高
品
質
と
安
定

し
た
供
給
量
を
誇
る
肥
後
米
は
全

国
各
地
の
米
が
売
買
さ
れ
る
堂
島

で
も
高
い
評
価
を
受
け
、
熊
本
藩

の
重
要
な
収
入
源
と
な
り
ま
し
た
。

菊
池
川
水
運
の
整
備

　江
戸
時
代
後
半
に
な
る
と
、
高

瀬
の
さ
ら
に
下
流
の
晒さ

ら
し

に
も
御
蔵

が
整
備
さ
れ
、
高
瀬
御
蔵
の
補
助

的
役
割
を
担
い
ま
し
た
。
高
瀬
と

晒
に
は
護
岸
の
石
垣
と
俵
を
積
み

出
し
た
石
畳
（
俵
こ
ろ
が
し
）が

現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。
高
瀬
や

大
浜
で
は
年
貢
米
の
輸
送
に
関
わ

る
廻
船
問
屋
が
多
く
、
水
運
が
盛

ん
に
な
る
に
つ
れ
町
も
大
き
く
繁

栄
し
ま
し
た
。

　菊
池
川
下
流
域
で
は
、
特
に
江

戸
時
代
以
降
、
高
瀬
を
中
核
と
し

た
水
運
機
能
が
整
備
さ
れ
、
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
　
　（担
当
：
玉
名
市
文
化
課
）

江
戸
時
代
以
降
盛
ん
に
な
る
干
拓

事
業
の
下
地
と
な
り
ま
し
た
。

近
世
高
瀬
の
発
展

　江
戸
時
代
に
な
る
と
、
年
貢
米

や
物
資
を
運
搬
す
る
た
め
、
流
域

全
体
で
舟
着
場
の
整
備
が
進
め
ら

れ
ま
す
。
現
在
の
菊
池
市
七
城
町

の
高た

か

島じ
ま

舟
着
場
、
山
鹿
市
豊
前
街

道
下
町
の
舟
着
場
、
和
水
町
菰こ

も

田だ

の
舟
継
所
な
ど
が
あ
り
、
年
貢
米

は
高
瀬
ま
で
下
っ
て
高た

か

瀬せ

御お

蔵く
ら

へ

納
め
ら
れ
ま
し
た
。
年
貢
米
は
こ

こ
で
厳
重
に
保
管
・
検
査
さ
れ
、

米
市
場
の
あ
る
大
坂
の
堂ど

う

島じ
ま

へ
と

運
ば
れ
た
の
で
す
。
高
瀬
御
蔵
に

は
、
菊
池
川
流
域
の
玉
名・山
鹿・

菊
池
・
山
本
郡
内
か
ら
の
年
貢
米

が
納
め
ら
れ
、
嘉
永
年
間
に
は
最

大
25
万
俵
ほ
ど
が
集
め
ら
れ
ま
し

た
。
文
化
年
間
の
堂
島
へ
の
積
み

出
し
量
は
熊
本
藩
全
体
で
約
40
万

俵
。
そ
の
う
ち
高
瀬
20
万
俵
、
川

下
流
の
拠
点
、
高
瀬
・
伊
倉

　菊
池
川
で
は
、
古
く
か
ら
船
に

よ
る
交
通
が
盛
ん
で
、
上
流
か
ら

下
流
ま
で
、
地
域
を
貫
く
人
や
物

資
輸
送
の
大
動
脈
と
し
て
利
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　室
町
時
代
ご
ろ
に
菊
池
氏
が
菊

池
川
全
体
を
勢
力
下
に
治
め
る
と
、

河
口
港
で
あ
る
玉
名
市
の
高た

か

瀬せ

、

伊い

倉く
ら

を
利
用
し
て
海
外
と
の
交
流

が
始
ま
り
ま
す
。
大
陸
や
朝
鮮
半

島
と
の
勘か

ん

合ご
う

貿
易
の
拠
点
と
な
り
、

戦
国
時
代
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
宣

教
師
も
訪
れ
、
活
発
な
交
流
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　加か

藤と
う

清き
よ

正ま
さ

の
肥
後
北
部
入
国
後

に
は
、
菊
池
川
の
流
れ
を
高
瀬
・

伊
倉
ル
ー
ト
か
ら
、
高
瀬
・
大お

お

浜は
ま

ル
ー
ト
へ
と
変
更
し
た
こ
と
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

現
在
と
同
じ
流
路
が
整
備
さ
れ
、

旧
流
路
付
近
は
耕
作
地
と
な
り
、

伊
倉
に
残
る
中
国
人
商
人

の
墓（
四
位
官
郭
公
墓
）

江
戸
時
代
の
高
瀬
船
着
場

の
様
子（
復
元
模
型
）

高
瀬
船
着
場
跡（
旧
渡と

頭と

）
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大浜町外
と

嶋
しま

宮
ぐう

蔵絵馬（復元）
菊池川河口に入る廻船を描いた絵馬（奥：大浜町、手前：晒）

玉名市

・大浜
・伊倉

・高瀬

晒・

菊
池
川

旧
流
路

大浜町外
と

嶋
しま

宮
ぐう

蔵絵馬（復元）
菊池川河口に入る廻船を描いた絵馬（奥：大浜町、手前：晒）

有明海

位置図

唐
人
川

社会教育課
文化係

☎0968-34-3047

　日
本
遺
産
認
定
の
地

　菊
池
川
流
域
を
巡
る…

肥
後
古
代
の
森
地
区
（
山
鹿
・
菊
鹿
・

鹿
央
・
菊
池
・
和
水
）
の
博
物
館
や
イ
ベ
ン
ト
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
豪
華
賞
品
を
当

て
よ
う
！

９
月
１
日
（
土
）
〜
11
月
30
日
（
金
）

●
期
間
中
常
設
場
所

和
水
町
歴
史
民
俗
資
料
館
（
和
水
町
）、
山
鹿
市
立
博
物
館
（
山
鹿
市
）、

温
故
創
生
館（
山
鹿
市
）、装
飾
古
墳
館（
山
鹿
市
）、わ
い
ふ
一
番
館（
菊
池
市
）

●
肥
後
古
代
の
森
事
業
（
イ
ベ
ン
ト
）

（
和
水
町
）
10
月
28
日
　
塚
坊
主
古
墳
（
装
飾
古
墳
一
斉
公
開
会
場
）

11
月
18
日
　
山
太
郎
祭

（
山
鹿
市
）
10
月
21
日
　
鞠
智
城
の
日

10
月
27
日
　
横
山
古
墳
、
鍋
田
横
穴
群（
装
飾
古
墳
一
斉
公
開
会
場
）

（
菊
池
市
）
11
月
３
、
４
日
　
菊
池
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
一
周
年
記
念

日
本
遺
産
！
「
お
米
」
に
ち
な
ん
だ
豪
華
賞
品

え
こ
め
牛 

ス
テ
ー
キ
肉
、
庄
の
夢 

特
別
栽
培
米
、
木
屋
本
店 

ス
ペ
シ
ャ
ル
麹

セ
ッ
ト
、
花
の
香
酒
造
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ａ
７
フ
ェ
ス
タ
（
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

日
本
酒
セ
ッ
ト
）、
つ
い
ん
ス
タ
ー 

菊
池
川
流
域
ア
イ
ス
セ
ッ
ト

各
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所
に
あ
る
応
募
用
紙
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

肥
後
古
代
の
森
協
議
会
事
務
局
（
県
立
装
飾
古
墳
館
内
）
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古
代
へ
の
旅
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
１
８
　
　 

検 

索

開
催
期
間

賞

品

応
募
方
法

問
い
合
わ
せ
先

ス
タ
ン
プ
設
置
場
所

　調整の体操は、筋肉深層部から骨を動かしながら体の歪み
やくせを正していく体操のことで、Ａ）肩甲骨　Ｂ）背骨
Ｃ）受け身　Ｄ）骨盤の４つに分かれます。
　今回は、Ａ）肩甲骨（肩周りの筋肉を自分の体重と呼吸によ
り伸ばす方法）の⑥つある動作のうち③について紹介します。

③－１　斜め左右押上
左のお尻が自然に浮くくらい右手に体重をかけます。こ
のとき、肘が曲がらないよう、指先は横向きにします。
右のお尻が自然に浮くくらい左手に体重をかけます。こ
のとき、肘が曲がらないよう、指先は横向きにします。

③－２
右後方に振り向き　少し遠くに手を着いて、体を横向き
にし、遠くを見ます。
右手に体重をかけ　肘が曲がらないよう、指先は振り向
いた方向に向けます。
左後方に振り向き　少し遠くに手を着いて、体を横向き
にし、遠くを見ます。
左手に体重をかけ肘が曲がらないよう、指先は振り向い
た方向にします。

今月も調整の体操を紹介します

始めてみよう！「お茶の間筋トレ 」～vol.5～
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